
更衣室や多目的更衣室として活
用しているミーティングルーム
にベンチを設置しました。

更衣スペースを使いやすく

ボッチャとスポーツ吹き矢を配備しました。

誰もが楽しめる器材を

入口近くに優先駐車スペースを設けると
ともに、階段に手すりを設置しました。

駐車場から2階への移動を楽に

海洋センターの取組み事例
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障害者利用は1.6倍
全体利用は1.3倍に！

ミーティングルームを多目的更衣室として利用
しているが、座れる場所や台がないので着替え
をするのが大変。

利用者のニーズ

ちょっとした
工夫と備品で
見違える！

ちょっとした
工夫と備品で
見違える！
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事業部 事業課

https://www.bgf.or.jp/
〒105-8480　東京都港区虎ノ門 3-４-10　虎ノ門 35森ビル 9F
TEL : 03-6402-5313　FAX : 03-6402-5315

小さな工夫で進めよう！
みんなが喜ぶ施設と心のバリアフリー

～海洋センターのバリアフリー化に向けた器材配備～

・2016年4月「障害者差別解消法」の施行
・誰もがスポーツ等を楽しめるようにハード面・ソフト面での整備をしていく必要性の高まり
・全国の海洋センターには障害者の受け入れについて研修を受講した指導者が常勤
・施設のバリアフリー対応とパラスポーツ器材の不足

■海洋センター
（1）障害者の利用者へ要望等のヒアリング実施
（2）改修・配備内容の検討、実施
（3）利用促進事業の実施　等

■Ｂ＆Ｇ財団
（1）施設のバリアフリー化のための軽微な改修

工事や備品配備
（2）パラスポーツ器材の配備支援
※上記2件に対して約500,000円を支援

【 実 施 内 容 】【 実 施 内 容 】

【 背 景 ・ 課 題 】【 背 景 ・ 課 題 】

・利用快適度の向上（障害者だけでなく、高齢者等の方々にとっても安心して利用できる施設に！）
・障害者も健常者も一緒に楽しむインクルーシブな機会の増加
・パラリンピックの合宿にも貢献
・利用者人数の増加

【 成 果 】【 成 果 】

障害をお持ちの方からの問い合わせにも自信を持って対応できるようになったと感じています。こちらから、
施設へのお誘いやご案内がしやすくなったと思います。階段の手すりと更衣室のベンチは、一般の利用者の方
にも喜んでいただいています。パラスポーツ器材を活用した体験会・交流会を定期的に開催し、より多くの団
体への周知を行っていきます。

【玉名市岱明B&G海洋センター　担当者　西川さんコメント】

ボッチャ（1セット）
約 27,000 円

スポーツ吹き矢（1セット）
約 25,000 円

手すり（内側）　約127,000円身障者駐車スペース　約70,000円

ベンチ　約44,000円

建設期：12期　1984年度　4類（プール・体育館）　評価：特A熊本県　玉名市岱明（体育館）

・腰かけて着替えができるので、転倒の心配が少なくなって良かった！
・疲れた時にベンチがあるのはうれしい！

2020～2021年度に
バリアフリー化に係る
アイディアを公募して、
1ヵ所50万円の支援を

実施予定！

移動に係るストレスが軽減されました！

身障者用駐車スペースがないので遠くに駐車しなければならない。また、階段に手すりがないため、
2階への移動が困難である。

利用者のニーズ

障害者や車椅子の人もできる
「室内スポーツ」器材がほしい。

利用者のニーズ

海洋センターの取組み事例

Ｂ＆Ｇ財団が全国で取り組む「体験格差の解消」と歩調を合わせ、滝川市も施
設のバリアフリー化や障害のある児童の受け入れなど「誰もが親しめる施設づ
くり」を進めています。
先日、滝川市に決定した東京パラリンピック事前合宿（アルゼンチン）もその
取り組みの成果。ぜひ成功に繋げたいと思います。

【滝川市　前田市長コメント】

建設期：22期　1993年度　1類（艇庫）　評価：特A北海道　滝川市（艇庫）

昨年度プール改修工事で休館をしたため、リハビリ等で通っていた利用者の方が他施設に行ってしまい、障害
者の方の利用が減ってきていました。しかし、バリアフリー化を実施後は、障害者利用が増えてきているのを
感じます。これまでは、車椅子利用者にはご不便をおかけしていましたが、プールまで車椅子で行けるように
なったので、これからは不自由なく利用していただけます。また、段差がなくなって楽になったという利用者
の声をよく聞きます。

【浜松市三ヶ日B&G海洋センター　担当者　山本さんコメント】

浮き輪のように使用して水中歩行をサポート

スロープ　約76,000円
車椅子（1台）　約75,000円

壁にぶつからないように設置する浮き具

スロープ（1台）　約82,000円

プールサイドに敷いてマットとして使用

スロープ　約8,000円
シャワーチェア　約10,000円

建設期：21期　1992年度　4類（プール・体育館）　評価：特A静岡県　浜松市三ヶ日（プール）

北海道新聞　記事（2019年10月23日）
アルゼンチンパラリンピック委員会のロドリゲス
会長が滝川市を視察してスロープの安全性等を確認。
「100点満点の場所」と太鼓判をいただいた。

※滝川市は2019年10月に「共生社会ホスト
タウン」に登録されました。

※浜松市は2019年8月に「先導的共生社会ホストタウン」に認定されました。

渡り梯子の設置　約500,000円

医療用ベッドの設置　45,000円

既存の梯子の上に敷ける
アルミのスロープを設置
して、安心して渡れるよう
にしました。

すき間をなくして
より安全に

浮桟橋へ移動する際に、渡り梯子はあるが真ん中が開いていて車いすの
人は渡れない。足の不自由な人や目が見えない人も渡りにくい。

利用者のニーズ

シャワー用の椅子と同じ高さの医療用ベッドを設置して、
シャワーと着替えをスムーズに行いやすくしました。

シャワールーム・更衣室を使いやすく

車椅子を利用している。シャワー利用の際に着替えを行う台がなく、
着替えにくい。

利用者のニーズ

歩きやすくなった！
車椅子の人も楽に
移動できる！

傾斜のある床にも対応できる
アルミのスロープを設置する
とともに、車椅子を配備しま
した。

段差をなくして
車椅子でも通りやすく

車更衣室からプールに行く途中の段差をなくしてほしい。
また、濡れてもいい車椅子があるとよい。

利用者のニーズ

シャワールームの段差をなくすためにスロープを設置する
とともに、シャワー用の椅子を設置しました。

シャワールームを安全で使いやすく

シャワールームに椅子を設置して座って利用できるようにしてほしい。

利用者のニーズ

今回の備品配備に際して、当事者の声を事前に聞いてくれたのが良かった。

障害者団体の代表者の声

段差がある所を通るの
が楽になった！

・シャワー室への椅子の設置は足の悪い人にとっては、とてもありがたい！
・運動後には体力を消耗しているので、ゆっくり座ってシャワーを浴びることができるのは助かる。

・低いベッドがあり、着替えやすかった。
・休憩することもできて助かっている。

パラスポーツ器材は既存のもので十分！　　※下記は参考として紹介
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TEL : 03-6402-5313　FAX : 03-6402-5315
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～海洋センターのバリアフリー化に向けた器材配備～

・2016年4月「障害者差別解消法」の施行
・誰もがスポーツ等を楽しめるようにハード面・ソフト面での整備をしていく必要性の高まり
・全国の海洋センターには障害者の受け入れについて研修を受講した指導者が常勤
・施設のバリアフリー対応とパラスポーツ器材の不足

■海洋センター
（1）障害者の利用者へ要望等のヒアリング実施
（2）改修・配備内容の検討、実施
（3）利用促進事業の実施　等

■Ｂ＆Ｇ財団
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工事や備品配備
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小さな工夫で進めよう！
みんなが喜ぶ施設と心のバリアフリー

～海洋センターのバリアフリー化に向けた器材配備～

・2016年4月「障害者差別解消法」の施行
・誰もがスポーツ等を楽しめるようにハード面・ソフト面での整備をしていく必要性の高まり
・全国の海洋センターには障害者の受け入れについて研修を受講した指導者が常勤
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（3）利用促進事業の実施　等
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※上記2件に対して約500,000円を支援

【 実 施 内 容 】【 実 施 内 容 】
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・障害者も健常者も一緒に楽しむインクルーシブな機会の増加
・パラリンピックの合宿にも貢献
・利用者人数の増加

【 成 果 】【 成 果 】

障害をお持ちの方からの問い合わせにも自信を持って対応できるようになったと感じています。こちらから、
施設へのお誘いやご案内がしやすくなったと思います。階段の手すりと更衣室のベンチは、一般の利用者の方
にも喜んでいただいています。パラスポーツ器材を活用した体験会・交流会を定期的に開催し、より多くの団
体への周知を行っていきます。

【玉名市岱明B&G海洋センター　担当者　西川さんコメント】

ボッチャ（1セット）
約 27,000 円

スポーツ吹き矢（1セット）
約 25,000 円

手すり（内側）　約127,000円身障者駐車スペース　約70,000円

ベンチ　約44,000円

建設期：12期　1984年度　4類（プール・体育館）　評価：特A熊本県　玉名市岱明（体育館）

・腰かけて着替えができるので、転倒の心配が少なくなって良かった！
・疲れた時にベンチがあるのはうれしい！

2020～2021年度に
バリアフリー化に係る
アイディアを公募して、
1ヵ所50万円の支援を

実施予定！

移動に係るストレスが軽減されました！

身障者用駐車スペースがないので遠くに駐車しなければならない。また、階段に手すりがないため、
2階への移動が困難である。

利用者のニーズ

障害者や車椅子の人もできる
「室内スポーツ」器材がほしい。

利用者のニーズ

海洋センターの取組み事例

Ｂ＆Ｇ財団が全国で取り組む「体験格差の解消」と歩調を合わせ、滝川市も施
設のバリアフリー化や障害のある児童の受け入れなど「誰もが親しめる施設づ
くり」を進めています。
先日、滝川市に決定した東京パラリンピック事前合宿（アルゼンチン）もその
取り組みの成果。ぜひ成功に繋げたいと思います。

【滝川市　前田市長コメント】

建設期：22期　1993年度　1類（艇庫）　評価：特A北海道　滝川市（艇庫）

昨年度プール改修工事で休館をしたため、リハビリ等で通っていた利用者の方が他施設に行ってしまい、障害
者の方の利用が減ってきていました。しかし、バリアフリー化を実施後は、障害者利用が増えてきているのを
感じます。これまでは、車椅子利用者にはご不便をおかけしていましたが、プールまで車椅子で行けるように
なったので、これからは不自由なく利用していただけます。また、段差がなくなって楽になったという利用者
の声をよく聞きます。

【浜松市三ヶ日B&G海洋センター　担当者　山本さんコメント】

浮き輪のように使用して水中歩行をサポート

スロープ　約76,000円
車椅子（1台）　約75,000円

壁にぶつからないように設置する浮き具

スロープ（1台）　約82,000円

プールサイドに敷いてマットとして使用

スロープ　約8,000円
シャワーチェア　約10,000円

建設期：21期　1992年度　4類（プール・体育館）　評価：特A静岡県　浜松市三ヶ日（プール）

北海道新聞　記事（2019年10月23日）
アルゼンチンパラリンピック委員会のロドリゲス
会長が滝川市を視察してスロープの安全性等を確認。
「100点満点の場所」と太鼓判をいただいた。

※滝川市は2019年10月に「共生社会ホスト
タウン」に登録されました。

※浜松市は2019年8月に「先導的共生社会ホストタウン」に認定されました。

渡り梯子の設置　約500,000円

医療用ベッドの設置　45,000円

既存の梯子の上に敷ける
アルミのスロープを設置
して、安心して渡れるよう
にしました。

すき間をなくして
より安全に

浮桟橋へ移動する際に、渡り梯子はあるが真ん中が開いていて車いすの
人は渡れない。足の不自由な人や目が見えない人も渡りにくい。

利用者のニーズ

シャワー用の椅子と同じ高さの医療用ベッドを設置して、
シャワーと着替えをスムーズに行いやすくしました。

シャワールーム・更衣室を使いやすく

車椅子を利用している。シャワー利用の際に着替えを行う台がなく、
着替えにくい。

利用者のニーズ

歩きやすくなった！
車椅子の人も楽に
移動できる！

傾斜のある床にも対応できる
アルミのスロープを設置する
とともに、車椅子を配備しま
した。

段差をなくして
車椅子でも通りやすく

車更衣室からプールに行く途中の段差をなくしてほしい。
また、濡れてもいい車椅子があるとよい。

利用者のニーズ

シャワールームの段差をなくすためにスロープを設置する
とともに、シャワー用の椅子を設置しました。

シャワールームを安全で使いやすく

シャワールームに椅子を設置して座って利用できるようにしてほしい。

利用者のニーズ

今回の備品配備に際して、当事者の声を事前に聞いてくれたのが良かった。

障害者団体の代表者の声

段差がある所を通るの
が楽になった！

・シャワー室への椅子の設置は足の悪い人にとっては、とてもありがたい！
・運動後には体力を消耗しているので、ゆっくり座ってシャワーを浴びることができるのは助かる。

・低いベッドがあり、着替えやすかった。
・休憩することもできて助かっている。

パラスポーツ器材は既存のもので十分！　　※下記は参考として紹介
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